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M-GTA研究会 News Letter No.121 

 

ニューズレターは、発表者の学びやSVのコメントを加えた研究の概要等を掲載したものです。 

M-GTAに関する学習の素材となるものです。ご活用ください。 

また、記載された研究概要は未発表のものであるため、取り扱いには十分ご注意ください。ご自身の学

習以外での活用、転載、SNSでの公開、第三者への共有といった行為は禁止しています。ご理解とご協

力をお願いします。 
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◇2024年度会員限定シンポジウム 

【 日 時 】2025年 3月 8日（土） 

【 会 場 】オンライン開催（ZOOM） 

 

【第一報告】 

根本 愛子 (東京大学) 

Aiko NEMOTO : The University of Tokyo 

 

日本語教育分野における M-GTA 

M-GTA Research on Japanese Language Education 

 

今回の会員限定シンポジウムでは、日本語教育領域における M-GTA の現状と課題についてご報告

いたしました。当日のスライドを添付しましたので、ご参照ください。M-GTA 文献データベースで日本語

教育領域とした 23 本の論文を SV の視点で概観したものですが、日本語教育以外の分野の方にも参考

になれば幸いです。 
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なお、この発表の基となったのは『日本語教育』187 号(2024 年発刊)に掲載された拙著「M-GTAによる

日本語教育研究―M-GTA 文献データベースにおける日本語教育領域論文の分析―」です。この論文

の目的は、これまでの論文を批判、否定することではなく、現状を把握し、今後の課題と方向性を示すも

のです。厳しい内容となったため、反発が出るのではないかと発刊前には危惧していました。ですが、実

際には関係する方々からよい反応があり、また実際に M-GTA を用いて研究をしようとしている方々からも

「どこに気を付ければよいかわかった」などの声をいただきました。今後の発展につながることを願ってい

ます。 

同時に、自分自身も SV としての努力が必要であることを改めて感じました。今後の発展につなげるた

めの方策を検討していければと思います。 

 

<参考資料> 
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【第二報告】 

竹下 浩（筑波技術大学） 

Hiroshi TAKESHITA : Tsukuba University of Technology 

 

M-GTA論文の質保証：社会科学領域における検討 

Quality Assurance of M-GTA Papers: Consideration in the Field of Social Sciences 

 

１． 当日発表したスライド 
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２． フロアとのやり取り 

質問： スライド 34、分析ワークシート（概念生成票）例の「定義」欄では、「視覚障害者が…不服なこ

と。」という書き方（主語を入れる）だった。これは、片側分析（相互行為の片方ずつ分析する

こと）だからそうしたのか。 

回答： ・・・これは、単純に分析焦点者だったからですね。・・・あと、英語で投稿する場合は、主語

が無いと査読者に全く通じないので、日本語としてはちょっと変かもしれない、文章の癖が

ついてしまっているかもしれません。すみません。貴重なご指摘、有難うございました。 

質問： スライド 45、発見した過程の理論（片側の理論図 2 枚）をテストするのに、緑色と黄色があっ

たが違いは何か。もう一度説明してほしい。 

回答： 緑色は経験との一致、黄色は認識との一致を尋ねました。過程の理論（SI-PT パラダイム）

には、認識的要素と行為的要素が不可分に含まれているからですね。重要な点をご指摘く

ださり、有難うございました。 

質問： スライド 38以降、「応用」は参考になった。社会福祉でも「応用」は重要であり、また課題でも

あると思っている。その点で、何かアドバイスがあれば。 

回答： はい。例えばケアマネージャーであれば対人援助職として、第 1 に結果図を自分の現場で

応用した結果を、第 2 に特性の異なる各現場での応用結果（適合度・有用性・修正など）の

比較を、学会発表や論文にしていけばよいかと存じます。社会福祉領域における M-GTA

の益々のご発展をお祈り申し上げます。 

 

３． 感想 

「量的普及」（論文が採択された学術領域を増やす）から「質的保証」への転換が急務です。社会科学

領域では、研究者は社会心理学の先行研究や認識論に無知では済まされず、理論基準が問題になりま

す。「なんでもあり」から「ごまかさない」M-GTA へ。 

木下先生がキーファー先生から継承して導入された研究哲学（応用無ければ理論無し）は、対人援助

職と社会科学研究者共通の課題です。研究会の正式名称は「実践的」GTA 研究会。次回（？）、各領域

における応用のレビュー報告、楽しみです。 

シンポジウムの発表者にご下命くださった M-GTA 研究会の皆様、当日フロアでご清聴頂いた会員の

皆様、コメントをくださった先生方に、この場をお借りして改めてお礼を申し上げます。ほんとうに有難うご

ざいました。 
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【今回の会員限定シンポジウムの開催趣旨と振り返り】 

林 葉子（（株）JH 産業医科学研究所） 

今回の会員向け研究会の内容は、これまでの M-GTA 研究会の成果とも言える、M-GTA を用いて発

表された論文に関する調査結果を報告するものです。これは、木下先生が、2020 年に定本 M-GTA―

実践の理論化をめざす質的研究方法論を出版なさいましたが、それと同時に本研究会も 20 周年が過ぎ

たので、先生曰く、「ここらで、M-GTA でどのくらいの研究成果がでているのかをみてみたらどうだろうか」

ということで、各領域（看護学、社会福祉学、教育学、社会学、等）の世話人会の中の有志が集まって M-

GTA 文献調査プロジェクトを立ち上げました。プロジェクトでは、当研究会が活動を開始した 2000 年以

降、2020 年（前半）までの M-GTA を使った論文、つまり M-GTA で分析結果をだし、それぞれの分野の

学術雑誌に掲載された論文を調査、分析しました。今年度の 5 月の総会時に第 1 次発表として、統計的

な調査結果を報告させていただきました。今回は、２つの領域からの調査結果を発表させていただくこと

になりました。 

この 20 年間に多くの M-GTA を用いた論文が発表されておりました。調査結果から、私たち M-GTA

文献調査プロジェクトといたしましては、M-GTA という方法論は、質的研究論文の質を上げ、研究分野の

中で、それなりの評価を得てきていると自負しております。会員の皆様も、この結果に力を得て、多くの会

員の方々に、M-GTA を用いた論文を発表していただきたく思っておりますし、M-GTA 研究会としても、

会員の皆様の研究活動のお力になれるように、今後もがんばって活動していく所存でございます。 

最後に今回の感想を述べさせていただきます。今回も発表の後で、ブレイクアウトルームによるディス

カッションの時間を長くとっておりました。皆様の忌憚のないご意見、ご感想等を聞かせていただければと

思っておりましたが、退室者が多く、残念でした。これにめげず、皆様が日ごろからM-GTAや M-GTA研

究会について思っていらっしゃることを言い合える場を用意していきたいと思っております。M-GTA 研究

会は、会員の皆様と協力して作っていく会です。これからも、一緒に M-GTA 研究会を充実したものにし

ていきましょう。よろしくお願いいたします。 

 

 
 
【参加者の感想】 

① 初学者には難しい内容もありましたが、シンポジウムの内容は日常では触れることのできない貴重な

お話であり、もっと知りたいと刺激を受ける時間でした。ありがとうございました。 グループセッション

は、12人だと多すぎたように感じます。もう少しコミュニケーションが取りたかったです。 

② 投稿に向けて自分の論文の内容を再度見直し、さらに、どう実践的に応用できるか改めて考えたいと

思いました。 

③ 分析ワークシートの活用の仕方について勉強させて頂きました。ありがとうございました。 
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◇次回のお知らせ 

 

〇総会・第104回定例研究会 

2025年5月24日（土） 13:00～13:30（総会） 

 13:40～17:10（定例研究会） 

対面（於：大正大学）とオンライン（ZOOM）のハイブリッド 

 

 

◇編集後記 
 

4月は、皆様にとって新年度の始まりの時期ですね。ご入学、ご進級、ご就職を迎えられた皆様、おめでと

うございます。新たな出発の時期を迎えておられることと思います。私は、毎年春に桜を見ると、新しいこと

に挑戦してみようという活力が湧いてきます。語学や資格の勉強を始めるのも良いですね。新しい趣味を

始めるのも良いですね。今回の会員限定シンポジウムに参加して、M-GTAを正しく理解すること、そして

その正しい理解を広める必要性を改めて感じました。新しいことを始める活力が湧いてくるこの時期に、

木下先生がご執筆された定本を読みながら、M-GTAに向き合おうと思っています。(今井朋子) 

 

 

 

世 話 人：阿部正子、今井朋子、小沼聖治、唐田順子、菊地真実、岸田泰則、坂本智代枝、佐川佳南枝、

隅谷理子、竹下 浩、丹野ひろみ、都丸けい子、長山 豊、根本愛子、畑中大路、林 葉子、 

平塚 克洋、McDonald, Darren （五十音順） 

 

相 談 役：小倉啓子、小嶋章吾 （五十音順） 

 

名誉会員：青木信雄、小倉啓子、木下康仁（故人）、水戸美津子 （五十音順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集・発行：M-GTA 研究会 

研究会のホームページ：https://m-gta.jp 

問合せ先：研究会事務局アドレス office@m-gta.jp 

 


